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	応用
	抗原情報
	背景
	上皮成長因子（EGF）は、生体内における特定の細胞の分化に大きな影響を与え、外胚葉および中胚葉由来の様々な培養細胞に対する強力な細胞分裂促進因子です。EGFの前駆体は膜結合分子として存在し、タンパク質分解によって切断されて53アミノ酸からなるペプチドホルモンを生成し、細胞分裂を刺激すると考えられています。
	研究分野
	TGF-βシグナル伝達経路、PI3K-Aktシグナル伝達経路、MAPKシグナル伝達経路、Jak-STATシグナル伝達経路
	画像データ
	

	EGFマウスmAb（緑）を用いたNIH/3T3細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。

